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高次脳機能障害者支援体制 資
源調査アンケート結果 (平成 24

年度;徳島・愛媛・香川) 
高知県は既にアンケート調査が行われた(平成 23 年度) 

高次脳機能障害の認知度と対応(病院、有床・無床診療所) 

相談・診断・治療・リハビリに対応している 
対応なしが 17%ある 

 
発送機関数:2634、  回答施設:516、回収率:19.9% (3 県
の病院、有床・無床診療所、福祉サービス提供機関) 
・高次脳機能障害の認知度 
・施設利用者概数 
・支援の内容 
・施設の充実度と連携先 
・施設と地域における課題 

 
徳島大学脳神経外科  永慶信治 

 
 
 
 
 
 
 
 

半数の施設で通院の高次脳機能障害に対応している 
原因疾患は脳卒中、頭部外傷が多い 

半数の施設で入院の高次脳機能障害に対応している 
原因疾患は脳卒中が多い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高次脳機能障害の認知度と利用者数(市町村施設) 

退院後の窓口が存在するのは半数以下である 
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相談時に知識不足とサービス機能の不足を実感している 高次脳機能障害の認知度と利用者数(福祉サービス機関) 

知っているが、正しく理解されているかは疑問? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リハビリや就労を積極的に行っているのは 30%程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応困難時に支援拠点機関への相談は少ない 
支援拠点機関の認知度、利用率はなお低い 
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施設の課題:職員の意識向上、人材確保、支援体制の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域には様々な課題がある  
相談窓口・連携先の明確化 生活訓練・
就労リハプログラムの充実 施設・スタ
ッフの充実 

 

まとめ 
 
- 高次脳機能障害の理解度は高まってはいる 

が、いまだ十分とはいえない。 

-   各施設での取り組み、支援体制、人材確保 
の改善が望まれる。 

- 地域での連携、支援ネットワークの機能が十 
分とはいえない。 

- 就労、就学への取り組みは継続的に改善す 
ることが望まれる。 


